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　仁淀消防組合では、財団法人日本防火協会の「民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進事業」の一環
として宝くじ助成事業により心肺蘇生法（ＡＥＤ訓練）トレーニング資機材一式を導入いたしました。
　当消防組合では、救急自動車の要請から救急隊が現場に到着するまでに要する時間が、平成22年中の
平均では約７分です。心停止状態になってから４分以内に脳に障害が発生し、心停止後、約３分経つと
50パーセントの死亡率になるとされています。救急隊が現場に到着するまでの間に、救急現場に居合わ
せた一般住民による応急手当てが適切に実施されれば、大きな救命効果が得られます。このことから、
住民の多くの皆さんに応急手当ての知識と技術が広く普及するよう、実技指導の強化に一層努力してい
くことが重要です。
　現在、心肺機能停止状態の傷病者を救命する心肺蘇生法（ＣＰＲ）技術の修得に主眼を置き、住民体験
型の普及啓発活動を積極的に進めており、またＡＥＤを用いた電気ショックと、人工呼吸、心臓マッサー
ジといった心肺蘇生法、この２つを組み合わせて手当てをすることによって、より効果的な救命ができ
るということになります。
　一人でも多くの方にＡＥＤをまず知っていただき、そして講習等を受けていただき、それとともにＡ
ＥＤの設置をさらに進めていただくよう、これからも普及啓発に取り組んでまいりたいと考えています。
この度の訓練用資機材の導入により今まで以上に救命率の向上を目指した講習会を実施することができ
ることとなりました。（写真）

心肺蘇生法（ＡＥＤ訓練）トレーニング資機材一式を導入

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

救急訓練用人形と除細動器
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